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¾ 2005年 1Qのトレーニング日程 
¾ 現場からの技術的質問 - SQA 
¾ コンピータって何の会社？ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

)

英国コンピータ、新ツール 
Assessor for CMMI®をリリース 
    By Kevin Pulford 
2005年 1Qのトレーニング日程 
紹

 

� 処置の記録 – 主要な問題や処置について、
アセスメントチームへのリマインダとしてプ

ロセス領域に加えることができ、処置が完了

するまで表示されます。  
� 改善の機会 – 優れたアイデアが失われない
ように、プラクティスレベル、プロセス領域

レベルで記録することができます。 
� 新規プロセス領域 – CMMI®モデルの拡張性
に合わせて、新規プロセス領域を簡単にツー

ルに追加することができます。 
� 測定報告書 – 各プロセス領域のインタビュ
ーの平均所要時間に関してデータを提供する

ことができ、アセスメントの効果的な計画が

可能になります。 
� ARC クラス A、B、C アセスメント – 当ツ
ールはこれらすべてを完全にサポートしま

す。 
� 能力プロフィール – 段階表現、連続表現の
両方に対して作成可能で、組織のアセスメン

ト所見に基づいて作成されます。 
� SEI への報告 – プロセス評価情報システム

(PAIS)の一環として、SEI へアセスメント報
告をするために必要なデータを収集します。

 
当ツールは日本語での使用も可能です。詳細に

ついては、弊社までお問い合わせ下さい。 
英国コンピータ社は、プロセスプロフェッショ

ナルアセスメント(PPA)手法を用いた CMMI®の
ためのアセッサツール(Assessor for CMMI®)を新
しくリリースしました。 
 
当ソフトウェアツールは、SEIの能力成熟度モデル統合(CMMI®

に準拠したアセスメントの効率的かつ効果的な実施を支援しま

す。新しい Assessor for CMMI®ツールは、弊社の長年にわたる
アセスメント経験に基づいて開発された既存のツール群を拡張

したもので、Assessor for CMM®や ISO15504ツールと同様の機
能を備えています。また、段階・連続の両表現形式に対応し十

分に拡張できますので、アセスメント範囲に新しいプロセスを

組み込むことも可能です。 
 
Assessor for CMMI®があれば、CMMI®アセスメントを管理する
ために Word、Excel や何百枚ものポストイットを使う必要もあ
りません。簡単な呼び出し機能とオンライン分析によってデー

タ収集および保管が容易になり、アセスメントチームはその時

間をより貴重な業務に集中させることができます。 
 
当ツールは Lotus Notes 5 のプラットフォーム上で稼動し、
Windows 98/NT/2000/XP 搭載の PC 上で簡単に使用できます。
Notes 環境を用いる主なメリットは、レプリケーション機能に
よってアセスメントサブチーム間で所見を共有、統合できる点

です。リードアセッサは、データの守備範囲や進捗をアセスメ

ント計画に照らしながら簡単に把握できるようになります。 
 
Assessor for CMMI®は、CMMIアセスメント要求事項 ARCのク
ラス A、B、C のアセスメントをサポートし、複数アセスメント
のデータを１つのデータベースで保管することができます。こ

れにより、一連のアセスメントを通して進捗を測ることができ

るとともに、アセスメント結果を SEI のベンチマーク値と比較
することも可能です。また、アセスメント完了時には結果・所

見の概要を含む報告書を迅速に作成することができるととも

に、最終プレゼンテーションに備えて簡単に PowerPointに変換
することができます。 
 
Assessor for CMMI®には、従来の CMM、ISO15504ツールと比
べて、多くの改善点や新機能が含まれています。新機能には、

次のものが含まれます。 
� 強み・弱みのレポート - PowerPoint に簡単にエクスポート
することができ、プロセス領域ごとに特定されます。 

 

CMM®  入門コース 
 2005 年 1 月 18 日-20 日 
CMM® アセッサコース 
 2005 年 2 月 3 日-8 日 

CMMI®  入門コース 
 2005 年 2 月 15 日-18 日 
CMMI® アセッサコース 
 2005 年 3 月 1 日-4 日 

CMM®/CMMI® リードアセッサコース 
 2005 年 3 月 15 日-17 日 

お問い合わせ、お申し込みは、 

電話 03-5649-2003、email welcome@compita-
japan.com まで。詳しい内容はホームページ 
http://www.compita-japan.com/ をご覧下さい。
ISO15504、CMM®
、CMMI®に関してご質問やご

介記事などがございましたら、ぜひ

welcome@compita-japan.com までお寄せ下さい。

mailto:welcome@compita-japan.com
mailto:welcome@compita-japan.com
http://www.compita-japan.com/
mailto:welcome@compita-japan.com
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技術的質問 - SQA コンピータって何の会社？ 
は包括的な品質マネジメントシステム(QMS)がありま
ームはどのようなアプローチを取るかをプロジェクト

すれば、その QMS 手順にとって代えることができま
は各自のニーズに合わせて QMS をこのようにして
ング」しています。ですが、プロジェクト計画には依

ェア品質保証(SQA)グループの承認が必要です。プロ
画には明らかに場当たり的で管理されていないアプロ

れていることが多々あります。例えば、次のようなも

は要件の明確化を求めるが、最終的にいかなる課題に

べての要件を収集する責任は、ユーザ、QA グルー
マネージャを支援するビジネスアナリストにある。製

複雑であることが多く、多くの異なる関係者を持つの

新製品に携わる際に、始めからすべての要件を完全に

ことはほとんどできない。 

として変更については単体テストをしない、とある

手順ではすべての変更をテストしなければならない、

いる。」 

場合、どうすればよいのでしょうか？お察しのとお

記のような内容に承認をするのは気が進みません。
Trevor Eivers, Irish Finance Sector

問です。まず覚えておいていただきたいのは、テー

は単に QMS を無効にしたり無視することではありま
様の要求がある場合や、プロジェクト固有の特性（地

や技術面など）のために作業内容が QMS で単純にカ
いことが判明した場合に、必要な部分を補ったり、代

チをとったりすることなのです。 

進まないのはよく分かります。結局、このような懸念

とで、あなたが効果的な QAチェッカーとなっている
コミットメントは合意される必要がある」。これは

念であるだけでなく、優れたプロジェクト管理のため

なことです。ここで利用できる最も効果的な技法の 1
たが挑戦的な質問をして適切な回答を求めてから、プ

のプロセスを承認するという方法です。 

では、非ウォーターフォール型のライフサイクルのよ

反復型ライフサイクルでは、部分的に要件を合意し、

発を始め、その結果要件を改良したり拡張したりし

細な開発につなげていくことが可能です。 

トに関しては、一体なぜ変更をテストしないのかが疑

れは論理的でないように思いますし、このための時間

分にないからという理由だとしたら、エンジニアリン

ィスや計画、見積もりがおろそかになっている証拠だ

す。 

アセスメント？トレーニング？改善プログラム？ 
 
コンピータって一体何の会社？という点について、

色々な誤解があるかもしれません。今月号から、そ

の誤解を少しずつ打ち消していきたいと思います。

まずは「アセスメント」から始めましょう。 
 
誤解①: コンピータはPPAアセスメントだけを行っ
ている。 
コンピータ主導の大半のアセスメントでプロセスプ

ロフェッショナルアセスメント(PPA)手法を用いて
いることは事実ですが、その他にCBA-IPIや
SCAMPIに基づいたアセスメントも実施しておりま
す。 
 
コンピータでは、お客様に選択肢をご提供すること

が重要と考えています。と同時に、お客様のビジネ

スニーズに最も適した解決策をお選びしています。

PPAが最も費用対効果の高い解決策であると考えら
れる場合が多いですが、場合によってはCBA-IPIや
SCAMPIが最適なこともあり、それでもまったく問
題はありません。 
 

誤解②: 公式アセスメントだけにコンピータを参加
させれば足りる。 
とくにCMMI®の場合、改善プログラムのできるだけ
早い段階で、リードアセッサを関与させることが理

想的です。ソフトウェア開発ライフサイクルでいえ

ば、ライフサイクルの初期にエラーを発見すること

がコスト削減につながることはよく知られています

が、同じことが改善プログラムにも言えるのです。

 
早くからコンピータを参加させることで、コストを

節約できます。関連して、弊社では、現在公式アセ

スメント(ARCクラスA)、ギャップアセスメント
(ARCクラスB)、ヘルスチェックアセスメント(ARC
クラスC)の3種類のアセスメントをご提供しており
ます。 
 
詳細については、弊社までお問い合わせ下さい。 
お問い合わせ 
株式会社 コンピータジャパン 
〒103-0016 
東京都中央区日本橋小網町 19-7 
電話 03-5649-2003 
FAX 03-5649-2637 
E-mail welcome@compita-japan.com 
http://www.compita-japan.com/ 
心

米

*すべてのコースは熟練した通訳者が逐次通訳を行いますので語学のご
配は不要です。テキストも日本語です。 
**能力成熟度モデル CMM  、CMMIは、カーネギーメロン大学によって、
国特許商標庁に登録されています 
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